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バ
ロ
ー
ゾ
最
高
裁
判
事
が
承
認

が
発
生
し
た
。
５
０
分
に
１

回
の
頻
度
で
、
そ
の
５
２
％

が
州
の
全
１
３
８
警
察
区

中
、
１
１
区
に
集
中
し
て
い

る
。

　

被
害
が
特
に
多
い
の
は
、

ヅ
ッ
ト
ラ
街
道
や
伯
国
大
通

り
（
リ
オ
市
北
部
の
パ
ヴ
ー

ナ
地
区
と
そ
の
周
辺
）
や
、

ド
ゥ
ケ
・
デ
・
カ
シ
ア
ス
市

か
ら
リ
オ
市
に
入
る
ワ
シ
ン

ト
ン
ル
イ
ス
街
道
だ
。
リ
オ

市
に
出
入
り
す
る
車
の
ほ
と

ん
ど
は
こ
れ
ら
三
つ
の
幹
線

道
路
を
通
ら
ね
ば
な
ら
ず
、

運
送
会
社
の
本
社
も
こ
の
付

近
に
集
中
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
道
路
の
周
辺
に

は
、
警
察
も
容
易
に
立
ち
入

れ
な
い
ほ
ど
治
安
が
悪
化
し

た
ス
ラ
ム
街
が
あ
り
、
ま
さ

に
「
積
荷
強
盗
が
起
き
る
た

め
の
条
件
は
揃
っ
て
い
る
」

状
態
だ
。

　

近
年
の
リ
オ
州
の
財
政
危

機
に
伴
い
、
警
察
へ
の
予
算

が
削
減
さ
れ
た
時
期
と
、
積

　

ロ
ベ
ル
ト
・
バ
ロ
ー
ゾ
最
高
裁
判
事
が
２
月
２
８
日
に
、
港
湾
事
業
契
約
に
関

す
る
大
統
領
令
を
巡
る
連
警
捜
査
の
た
め
、
ミ
シ
ェ
ル
・
テ
メ
ル
大
統
領
（
民
主

運
動
・
Ｍ
Ｄ
Ｂ
）
の
銀
行
口
座
開
示
を
許
可
し
た
事
が
明
ら
か
に
な
り
、
現
職
大

統
領
の
口
座
開
示
許
可
は
初
め
て
と
６
日
付
伯
字
紙
が
報
じ
た
。

マ
ー
ル
社
と
接
触
し
て
い
た

事
な
ど
が
判
明
し
て
、
疑
惑

が
浮
上
。
Ｊ
Ｂ
Ｓ
の
リ
カ
ル

ド
・
サ
ウ
ジ
被
告
に
よ
る
ロ

ウ
レ
ス
氏
と
の
会
談
時
の
盗

聴
も
、
ロ
ド
リ
マ
ー
ル
社
の

リ
カ
ル
ド
・
メ
ス
キ
ッ
タ
理

事
が
会
談
に
同
席
し
て
い
た

事
を
示
し
て
い
た
。

　

港
湾
疑
惑
の
捜
査
対
象
に

な
っ
て
い
る
の
は
、
テ
メ
ル
大

統
領
や
ロ
ウ
レ
ス
氏
、
ロ
ド

リ
マ
ー
ル
社
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
レ
コ
社
主
、
メ
ス
キ
ッ
タ

理
事
な
ど
だ
。

　

連
邦
検
察
庁
の
ラ
ケ
ル
・

ド
ッ
ジ
長
官
は
、
捜
査
開
始

要
請
時
か
ら
、
ロ
ド
リ
マ
ー

ル
社
や
そ
の
関
係
者
に
、

１
４
〜
１
６
年
に
テ
メ
ル
大

統
領
や
Ｍ
Ｄ
Ｂ
に
対
し
て

行
っ
た
選
挙
献
金
の
内
容
も

明
ら
か
に
す
る
よ
う
要
求
。

テ
メ
ル
大
統
領
の
口
座
情
報

の
開
示
は
、
昨
年
末
に
要
請

が
出
て
い
た
が
、
先
週
の
捜

査
期
間
延
長
要
請
時
に
、
連

警
の
担
当
警
部
が
改
め
て
要

請
し
た
結
果
、
認
め
ら
れ
た
。

　

バ
ロ
ー
ゾ
判
事
の
決
断
を

　

Ｗ
杯
開
幕
ま
で
あ
と

１
０
０
日
を
切
っ
た
。
伯
国

か
ら
ロ
シ
ア
に
観
戦
旅
行
に

行
く
人
々
も
富
裕
層
を
中

心
に
存
在
す
る
。
伯
国
で
は

ロ
シ
ア
の
通
貨
ル
ー
ブ
ル
を

売
っ
て
い
る
両
替
商
は
少
な

く
、
Ｗ
杯
需
要
を
見
越
し
、

３
５
％
の
手
数
料
を
取
っ
て

知
っ
た
テ
メ
ル
大
統
領
は
、

事
前
に
何
の
連
絡
も
な
か
っ

た
事
な
ど
を
憤
慨
し
た
と
さ

れ
て
い
る
が
、
５
日
に
は
大

統
領
府
報
告
官
を
通
じ
、
や

ま
し
い
事
は
何
も
な
い
と
強

調
し
、
明
細
の
コ
ピ
ー
を
提

出
す
る
意
向
を
示
し
た
。

　

テ
メ
ル
大
統
領
に
関
し
て

は
２
日
に
も
、エ
ジ
ソ
ン・フ
ァ

キ
ン
最
高
裁
判
事
が
、
Ｍ
Ｄ

Ｂ
絡
み
の
オ
デ
ブ
レ
ヒ
ト
社

か
ら
の
選
挙
献
金
疑
惑
で
同

大
統
領
を
捜
査
対
象
と
す
る

事
を
認
め
る
と
い
う
事
態
が

起
き
た
ば
か
り
だ
。
現
職
大

統
領
を
任
期
前
の
犯
罪
行
為

で
起
訴
す
る
事
は
憲
法
上
、

認
め
ら
れ
な
い
が
、
起
訴
は

出
来
な
く
て
も
、
捜
査
は
可

港
湾
事
業
の
贈
収
賄
疑
惑
で

荷
強
盗
の
増
加
の
時
期
は
一

致
す
る
。
州
内
で
最
も
治
安

の
悪
い
パ
ヴ
ー
ナ
区
管
轄
の

第
４
１
署
は
現
在
、
所
定
の

半
数
の
パ
ト
カ
ー
し
か
配
備

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
大
半

が
故
障
し
て
い
る
。

　

昨
年
５
月
に
国
家
治
安
部

隊
（
Ｆ
Ｎ
）
が
配
備
さ
れ
る

と
、
積
荷
強
盗
発
生
件
数
は

少
し
減
っ
た
が
、
す
ぐ
増
加

に
転
じ
た
。
あ
る
軍
警
は
匿

名
で
「
Ｆ
Ｎ
は
所
定
の
場
所

に
留
ま
り
、
勤
務
時
間
も
一

定
だ
。
犯
罪
集
団
は
す
ぐ
に

そ
れ
を
察
知
し
、
裏
を
突
い

間
に
、
積
荷
は
奪
わ
れ
た
。

「
体
は
無
事
だ
っ
た
け
ど
、

頭
は
ズ
タ
ズ
タ
に
さ
れ
た
」

と
い
う
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手

と
し
て
働
き
３
０
年
、
初
め

て
の
積
荷
強
盗
だ
っ
た
。

　

リ
オ
州
の
治
安
は
改
善
せ

ず
、
積
荷
強
盗
も
減
ら
な
い

現
状
を
、
６
日
付
フ
ォ
ー

リ
ャ
紙
が
報
じ
た
。

　

１
７
年
の
リ
オ
州
で
は

１
万
５
９
９
件
の
積
荷
強
盗

　
【
既
報
関
連
】
２
０
１
７

年
、
と
あ
る
夜
の
１
０
時
ご

ろ
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
ペ

ド
ロ
さ
ん
（
仮
名
）
は
、
自

動
車
の
部
品
を
載
せ
、
リ
オ

州
と
聖
州
を
結
ぶ
ヅ
ッ
ト
ラ

街
道
を
走
っ
て
い
た
。
気
が

つ
く
と
、
４
台
の
バ
イ
ク
が

接
近
し
、
ラ
イ
フ
ル
を
突
き

つ
け
て
、
命
令
に
逆
ら
う
と

撃
つ
と
脅
迫
し
て
き
た
。

　

ペ
ド
ロ
さ
ん
は
賊
の
命
令

通
り
に
運
転
。
ス
ラ
ム
街
の

空
き
地
に
誘
導
さ
れ
た
。
小

屋
に
押
し
込
め
ら
れ
て
い
る

ス
ラ
ム
街
近
く
の
道
路
が
標
的

黄
熱
病
は
季
節
性
を
失
っ
た
？

州
経
済
へ
の
悪
影
響
は
甚
大

て
く
る
」
と
語
っ
た
。

　

犯
罪
増
加
は
リ
オ
の
経
済

に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
。
リ
オ
州
工
業

連
盟
（
Ｆ
ｉ
ｒ
ｊ
ａ
ｎ
）
に

よ
る
と
、
１
７
年
の
積
荷
強

盗
に
よ
る
経
済
的
な
損
失
は

６
億
７
１
０
万
レ
ア
ル
に
上

る
。

　

昨
年
３
月
よ
り
、
リ
オ
市

へ
送
る
ま
た
は
リ
オ
市
か
ら

送
る
積
荷
に
、
運
送
会
社
は

追
加
料
金
を
課
し
て
い
る
。

ト
ラ
ッ
ク
に
位
置
情
報
確
認

機
能
や
武
装
の
護
衛
を
つ
け

た
り
、
荷
物
を
小
分
け
に
し

て
多
く
の
ト
ラ
ッ
ク
で
運
ん

だ
り
す
る
経
費
は
、
全
て
消

費
者
価
格
に
跳
ね
返
っ
て
く

る
の
が
現
状
だ
。
セ
ル
ジ
オ
・

ド
ゥ
ア
ル
テ
Ｆ
ｉ
ｒ
ｊ
ａ
ｎ

副
会
長
は
「
伯
国
コ
ス
ト
は

よ
く
言
わ
れ
る
が
、
リ
オ
コ

ス
ト
も
存
在
す
る
。
大
い
に

困
り
も
の
だ
」
と
語
っ
た
。

し
て
い
た
か
否
か
だ
。

　

大
統
領
令
で
は
、
契
約

期
間
が
２
５
年
か
ら
３
５

年
に
延
長
さ
れ
、
最
大
７
０

年
ま
で
更
新
可
能
で
あ
る
事

と
、
１
９
９
３
年
よ
り
前
に

事
業
契
約
を
結
ん
だ
企
業
の

契
約
更
新
を
認
め
る
事
が
明

記
さ
れ
た
。
契
約
期
間
延
長

や
９
３
年
以
前
の
契
約
の
更

新
容
認
は
、
大
統
領
元
側
近

の
ロ
ド
リ
ゴ
・
ロ
ッ
シ
ャ
・
ロ

ウ
レ
ス
下
議
（
当
時
）
が
同

令
作
成
中
に
奔
走
し
た
結

果
、
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で
、

９
３
年
以
前
に
事
業
契
約
を

請
け
負
っ
て
い
た
ロ
ド
リ
マ
ー

ル
社
も
恩
恵
を
被
っ
た
。

　

だ
が
、
昨
年
５
月
の
Ｊ
Ｂ

Ｓ
シ
ョ
ッ
ク
後
、
同
社
の
供

述
に
基
づ
い
て
５
月
１
８
日

に
行
わ
れ
た
パ
ト
モ
ス
作
戦

の
際
に
連
警
が
押
収
し
た
書

類
や
通
話
の
盗
聴
記
録
な
ど

か
ら
、
ロ
ウ
レ
ス
氏
が
ロ
ド
リ

リオ州では積荷強盗の被害が一向に減らない
（参考画像・Vladimir Platonow/Agencia Brasil）

ＪＢＳショック後に「辞任はしない」と明言したテ
メル大統領（17年 5月18日、Lula Marques / AGPT）

フ
ァ
キ
ン
判
事
も
捜
査
容
認

聖州保健局

能
な
は
ず
だ
し
、
報
奨
付
供

述
で
得
た
証
拠
な
ど
が
無
効

化
さ
れ
た
り
す
る
前
に
捜
査

を
行
い
た
い
と
の
検
察
の
言

い
分
が
認
め
ら
れ
た
。

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。

ド
ル
や
ユ
ー
ロ
を
買
う
時
の

手
数
料
３
〜
６
％
と
比
べ
る

と
か
な
り
法
外
だ
。「
レ
ア
ル

を
ひ
と
ま
ず
ド
ル
や
ユ
ー
ロ

に
替
え
、
ロ
シ
ア
に
着
い
た

時
に
ル
ー
ブ
ル
に
替
え
た
方

が
有
利
」
と
勧
め
る
専
門
家

も
い
る
。
為
替
レ
ー
ト
を
よ

く
確
認
し
て
、
ル
ー
ブ
ル
を

買
う
際
に
は
ご
注
意
を
。

　
　
　
　
　

◎

　

中
銀
が
、
２
月
の
ポ
ウ
パ

ン
サ
（
貯
蓄
預
金
）
の
全
体

収
支
は
、
引
き
出
し
分
が
預

け
入
れ
分
を
７
億
８
０
０
万

レ
上
回
っ
た
と
発
表
し
た
。

こ
れ
は
２
月
と
し
て
は
４
年

連
続
の
事
だ
が
、
マ
イ
ナ
ス

幅
は
最
も
小
さ
か
っ
た
。
ま

た
、
出
し
入
れ
で
は
マ
イ
ナ

ス
だ
が
、
利
息
分
も
入
れ
た

預
金
総
額
は
増
え
た
。
引
き

出
し
超
過
は
１
月
か
ら
で
、

２
カ
月
間
の
引
き
出
し
超

過
額
は
５
９
億
レ
。
こ
れ
も

１
４
年
以
降
で
は
最
少
だ
。

１
月
、
２
月
は
固
定
資
産
税

な
ど
の
支
払
が
あ
る
の
と
所

得
の
回
復
が
、
こ
ん
な
と
こ

ろ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

◎

　

月
曜
開
催
と
な
っ
た
、
聖

州
選
手
権
１
次
リ
ー
グ
第

１
０
節
の
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
対

サ
ン
カ
エ
タ
ー
ノ
戦
で
、
ホ
ー

ム
の
パ
ル
メ
イ
ラ
ス
が
０
―

１
で
敗
れ
る
波
乱
が
起
き

た
。
し
か
し
、
パ
ル
メ
イ
ラ

ス
は
、
開
幕
６
連
勝
の
貯
金

が
あ
り
、
８
強
入
り
を
決
め

て
い
る
上
、
先
週
コ
ロ
ン
ビ
ア

で
行
わ
れ
た
リ
ベ
ル
タ
杯
に

出
場
し
た
主
力
を
全
員
温
存

し
て
戦
っ
た
た
め
、
ダ
メ
ー

ジ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。た
だ
し
、

「
豪
華
補
強
で
、
２
チ
ー
ム

分
の
強
力
メ
ン
バ
ー
を
揃
え

た
と
い
う
前
評
判
は
？
」
と

の
嫌
味
も
ラ
イ
バ
ル
チ
ー
ム

の
フ
ァ
ン
か
ら
は
聞
こ
え
て
き

そ
う
。

　
【
既
報
関
連
】
昨
年
２
０

１
７
年
は
、
１
６
年
に
比
べ
て
、
積
立
年
数
が
条
件
を
満

た
し
た
と
い
う
理
由
で
、
年

金
を
受
け
取
り
始
め
た
人
の

平
均
年
齢
が
下
が
っ
た
と
、

６
日
付
エ
ス
タ
ー
ド
（
Ｅ
）

紙
が
報
じ
た
。

　

Ｅ
紙
に
よ
る
と
、
昨
年
年

金
生
活
に
入
っ
た
人
の
平
均

年
齢
は
、
女
性
が
５
３
歳
３

カ
月
か
ら
５
２
歳
９
・
６
カ

月
へ
、
男
性
が
５
５
歳
９
・８

カ
月
か
ら
５
５
歳
６
・
８
カ

月
へ
と
、
数
カ
月
ず
つ
若
く

な
っ
た
。
年
金
受
給
開
始
年

齢
の
平
均
が
若
く
な
る
の
は
、

男
性
で
９
年
ぶ
り
、
女
性
で

１
２
年
ぶ
り
だ
。

　
「
社
会
保
障
制
度
改
革
が

成
立
す
る
と
不
利
に
な
る
の

で
は
」
と
の
恐
れ
が
国
民
の

間
に
広
ま
り
、
年
金
受
給
開

始
の
平
均
年
齢
も
低
下
し
た

と
、
連
邦
上
院
議
会
相
談
役

の
経
済
学
者
ペ
ド
ロ
・
ネ
リ
ー

氏
は
分
析
し
て
い
る
。

　

伯
人
の
平
均
寿
命
は
延

び
て
い
る
た
め
、
早
め
に
年

金
を
受
け
取
り
始
め
る
国
民

が
増
え
る
と
公
庫
の
負
担
は

大
き
く
な
る
。
地
理
統
計

院
に
よ
る
と
、
５
３
歳
の
女

性
の
平
均
余
命
は
３
０
年

で
、
５
５
歳
の
男
性
の
平
均

余
命
は
２
４
年
だ
。
国
立
社

会
保
険
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
）
の

赤
字
は
、
１
７
年
度
だ
け
で

１
８
２
４
億
レ
ア
ル
に
上
る
。

　
マ
ル
セ
ロ
・
カ
エ
タ
ー
ノ
社

会
保
障
局
長
は
、「
伯
国
で

も
年
金
受
給
最
低
年
齢
の
設

定
が
必
要
だ
」
と
、
現
政
権

で
は
望
み
の
薄
い
、
社
会
保

障
制
度
改
革
へ
の
未
練
を
見

せ
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
案
で

は
、
受
給
最
低
年
齢
を
、
女

性
５
３
歳
、
男
性
５
５
歳
か

ら
、
２
０
年
か
け
て
段
階
的

に
女
性
６
２
歳
、
男
性
６
５

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
見
込
み

だ
っ
た
。
現
行
制
度
で
は
、

年
金
受
給
最
低
年
齢
は
定
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
男
性

は
３
５
年
間
、
女
性
は
３
０

年
間
積
み
立
て
て
い
れ
ば
、

年
金
受
給
を
申
請
で
き
る
。

　
【
既
報
関
連
】
聖
州
保
健

局
が
５
日
、
黄
熱
病
の
発
生

は
夏
だ
け
に
特
定
出
来
な
く

な
っ
て
お
り
、
年
間
を
通
じ

た
対
策
が
必
要
と
の
考
え
を

明
ら
か
に
し
た
と
６
日
付
伯

字
紙
が
報
じ
た
。

　

１
９
０
０
年
代
ま
で
の
伯

国
は
５
〜
８
年
周
期
で
黄
熱

病
の
流
行
を
見
て
い
た
が
、

患
者
の
大
半
は
北
伯
や
中
西

伯
で
感
染
し
て
い
た
。

　

だ
が
、
２
０
０
０
年
代

か
ら
は
感
染
地
域
が
海
岸
部

に
向
か
っ
て
広
が
り
始
め
た
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
に
は
、

聖
市
や
そ
の
周
辺
の
森
林
地

帯
で
も
域
内
感
染
患
者
の
発

生
を
見
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

近
年
の
特
徴
は
、
地
域
的

な
広
が
り
だ
け
で
は
な
い
。

２
０
１
６
年
以
降
、
黄
熱
病

に
よ
っ
て
死
ん
だ
サ
ル
の
死

体
が
冬
で
も
発
見
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

聖
州
保
健
局
の
黄
熱
病
対

策
統
括
者
の
マ
ル
コ
ス
・
ボ

ウ
ロ
ス
氏
は
、
感
染
の
ピ
ー

ク
は
夏
と
い
う
状
況
は
続
く

が
、
感
染
そ
の
も
の
は
年
間

を
通
じ
て
起
こ
る
よ
う
に
な

る
と
判
断
し
て
い
る
。

　

こ
の
事
は
、
大
聖
市
圏
の

み
だ
っ
た
患
者
発
生
が
海
岸

部
や
リ
ベ
イ
ラ
渓
谷
に
も
広

が
っ
て
い
る
事
と
あ
い
ま
っ

て
、
聖
州
政
府
に
５
月
ま
で

に
全
州
民
に
予
防
接
種
を
と

い
う
決
断
を
も
た
ら
し
た
。

２
日
発
表
の
統
計
で
は
、
聖

州
５
４
市
で
の
予
防
接
種
実

施
率
は
５
０
・
３
％
（
聖
市

は
６
２
％
）
だ
。

　

聖
州
で
の
２
０
１
７
年
以

降
の
域
内
感
染
者
は
２
８
６

人
で
、
死
者
は
１
０
２
人
。

感
染
者
最
多
は
マ
イ
リ
ポ
ラ

ン
市
の
１
３
３
人
で
、
３
９

人
が
死
亡
し
た
。
ま
た
、
隣

接
す
る
ア
チ
バ
イ
ア
市
で
も

４
９
人
が
感
染
し
、
１
４
人

が
死
亡
。
聖
市
で
の
域
内
感

染
者
は
８
人
で
、
４
人
が
死

亡
し
て
い
る
。

　

予
防
接
種
を
受
け
た
州
民

は
６
０
０
万
人
に
な
ろ
う
と

し
て
い
る
が
、
未
接
種
者
が

案
じ
て
い
る
の
は
予
防
接
種

に
よ
る
副
作
用
だ
。
聖
州
で

は
脳
膜
炎
な
ど
、
６
８
件
の

報
告
例
が
あ
る
が
、
大
半
は

数
日
間
で
回
復
し
て
い
る
。

予
防
接
種
後
に
発
症
し
、
重

症
化
し
て
死
亡
し
た
例
は
７

年
が
３
件
、
１
８
年
も
検
査

中
の
例
が
１
件
あ
る
。

　

な
お
、
聖
市
の
動
物
園
で

死
亡
し
た
サ
ル
か
ら
は
、
マ

イ
リ
ポ
ラ
ン
市
な
ど
で
確
認

さ
れ
た
型
の
ウ
イ
ル
ス
で
は

な
く
、
ピ
ラ
カ
イ
ア
市
近
郊

で
発
見
さ
れ
た
型
の
ウ
イ
ル

ス
が
検
出
さ
れ
た
。
ア
ド
ウ

フ
ォ
・
ル
ッ
ツ
研
究
所
職
員

は
、
動
物
園
で
死
亡
し
た
サ

ル
は
、
誰
か
が
他
の
地
域
か

ら
連
れ
て
来
た
が
、
病
気
に

な
っ
た
た
め
に
放
置
し
た
、

他
の
地
域
で
感
染
し
、
症
状

を
呈
す
前
に
動
物
園
に
来
た

患
者
を
刺
し
た
カ
が
、
感
染

後
に
サ
ル
を
刺
し
た
か
の
ど

ち
ら
か
と
見
て
い
る
。

　

今
年
は
総
選
挙
の
年
で
、

１
０
月
７
日
に
、
大
統
領
選

と
上
下
両
院
議
員
選
、
州
知

事
選
、
州
議
会
議
員
選
が
行

わ
れ
る
。
投
票
時
の
本
人
確

認
の
た
め
、
指
紋
に
よ
る
生

体
認
証
登
録
を
行
っ
た
有
権

者
が
全
体
の
５
３
・
３
２
％

に
達
し
た
と
６
日
付
エ
ス

タ
ー
ド
紙
が
報
じ
た
。

　

連
邦
選
挙
高
等
裁
（
Ｔ
Ｓ

Ｅ
）
最
新
の
デ
ー
タ
で
は
、

有
権
者
数
は
１
億
４
７
０

１
万
５
０
４
人
で
、
指
紋
登

録
を
行
っ
た
の
は
７
８
４
０

万
人
ほ
ど
だ
。
連
邦
直
轄
区

と
九
つ
の
州
で
は
、
登
録
率

が
９
割
を
超
え
て
い
る
。

　

聖
州
、
ミ
ナ
ス
州
、
リ
オ

州
は
有
権
者
が
多
い
た
め
、

Ｔ
Ｓ
Ｅ
も
指
紋
登
録
の
呼
び

か
け
を
後
回
し
に
し
て
き
た
。

指
紋
登
録
は
全
土
で
義
務
化

さ
れ
た
訳
で
は
な
い
。
聖
州

で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の

は
８
４
の
市
だ
け
だ
。

　

Ｔ
Ｓ
Ｅ
は
毎
年
、
登
記
所

の
死
亡
者
デ
ー
タ
と
有
権
者

登
録
台
帳
を
照
合
し
、
死
亡

者
を
有
権
者
リ
ス
ト
か
ら
除

外
す
る
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

全
て
の
有
権
者
が
指
紋
登
録

を
し
て
い
れ
ば
、
確
認
作
業

に
ミ
ス
は
な
く
な
り
、
死
亡

者
の
分
を
投
票
す
る
事
は
出

来
な
く
な
る
。

　

指
紋
登
録
は
２
０
２
２
年

に
全
国
１
０
０
％
の
登
録
を

目
指
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
の
総
選
挙
の
た
め
の
指
紋

登
録
は
、
手
続
き
上
一
旦
５

月
９
日
で
中
断
す
る
。

　

聖
州
で
は
、
８
４
市
で
指

紋
登
録
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。
グ
ア
ル
ー
リ
ョ
ス
、
ソ

ロ
カ
バ
、
ア
ラ
ソ
イ
ア
ー
バ
・

ダ
・
セ
ー
ラ
、
サ
ル
ト
・
デ
・

ピ
ラ
ポ
ー
ラ
、
ボ
ツ
カ
ツ
、

イ
タ
チ
ン
ガ
、パ
ル
ジ
ー
ニ
ョ
、

ヴ
ァ
ル
ゼ
ア
・
パ
ウ
リ
ス
タ
、

ヴ
ォ
ト
ラ
ン
チ
ン
の
９
市
は

３
月
２
３
日
、
残
り
７
５
市

は
３
月
２
７
日
が
期
限
だ
。

　

指
紋
登
録
は
義
務
で
あ
る

市
と
義
務
で
な
い
市
が
あ
る

し
、
市
に
よ
っ
て
登
録
期
限

が
異
な
る
。
指
紋
登
録
と
は

別
に
、
有
権
者
再
登
録
に
注

意
す
る
必
要
が
あ
る
。
有
権

者
再
登
録
の
期
日
は
５
月
９

日
で
、
怠
る
と
今
年
の
選
挙

で
投
票
で
き
な
く
な
る
。

テメル大統領の口座開示へ
　

問
題
の
港
湾
疑
惑
は
、
テ

メ
ル
大
統
領
が
１
７
年
５
月

に
出
し
た
大
統
領
令
で
恩
恵

を
被
っ
た
と
さ
れ
る
ロ
ド
リ

マ
ー
ル
社
が
、
大
統
領
の
元

側
近
に
賄
賂
を
払
っ
て
い
た

と
さ
れ
る
件
で
、
昨
年
１
２

月
に
最
高
裁
が
捜
査
開
始
を

認
め
た
。

　

連
警
は
現
在
も
、
同
疑
惑

に
関
与
し
た
と
さ
れ
る
人
物

と
そ
の
役
割
を
特
定
す
る
た

め
の
捜
査
を
行
っ
て
い
る
最

中
だ
。
同
疑
惑
中
の
最
大
関

心
事
は
、
テ
メ
ル
大
統
領
が

贈
収
賄
や
資
金
洗
浄
に
関
与

改
革
で
受
給
金
額
減
恐
れ

早
期
受
け
取
り
者
増
加

予
防
接
種
対
象
を
全
州
民
に
拡
大

リ オ 州

５
０
分
に
１
回
積
荷
強
盗
発
生

（２）２０１８年 第４９５０号 ３月 ７日 （水曜日）

年 金

指
紋
登
録
者
、半
数
超
え
る

期
待
さ
れ
る
詐
偽
投
票
の
減
少

１０月総選挙
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ま
で
個こ

展て
ん

が
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
う。
Ｊ
Ｈ

で
は
１
１
日に

ち

午ご

後ご

１
時じ

、
１

時じ

半は
ん

か
ら
子こ

供ど
も

向む

け
に
２
つ

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
準

じ
ゅ
ん

備び

さ

れ
て
い
る
。
整せ

い

理り

券け
ん

は
、
当と

う

日じ
つ

正し
ょ
う

午ご

か
ら
同ど

う

館か
ん

受う
け

付つ
け

で
配は

い

布ふ

さ
れ
る
。
問と

い

合あ
わ

せ
は
同ど

う

館か
ん

（
３
０
９
０
・
８
９
０
０
）
ま

で
。

　
　
　
　
　

◎

　

ニ
ッ
ケ
イ
新し

ん

聞ぶ
ん

（
高た

か

木き

ラ
ウ
ル
社し

ゃ

長ち
ょ
う）
と
ブ
ラ
ジ
ル
将

し
ょ
う

棋ぎ

連れ
ん

盟め
い

（
吉よ

し

田だ

国く
に

夫お

会か
い

長ち
ょ
う）
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
記き

念ね
ん

し
て
、
４
月が

つ

２
２
日に

ち

と
８
月が

つ

２
６
日に

ち

に
同ど

う

連れ
ん

盟め
い

会か
い

館か
ん

（R
u

a G
alvao B

u
en

o, 1
7

, 3
o. 

andar - Liberdade

）
に
て
、
記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

を
行お

こ
な
う
。
同ど

う

時じ

に
、
初し

ょ

心し
ん

者し
ゃ

向む

け
の
将

し
ょ
う

棋ぎ

教き
ょ
う

室し
つ

も
開か

い

催さ
い

す
る
予よ

定て
い

だ
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日に

っ

系け
い

熟じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ

ブ
連れ

ん

合ご
う

会か
い

（
上う

え

野の

美み

佐さ

雄お

会か
い

長ち
ょ
う
）
が
発は

っ

行こ
う

す
る
『
ブ
ラ
ジ

ル
老ろ

う

荘そ
う

の
友と

も

』
新し

ん

年ね
ん

号ご
う

と
２

月が
つ

号ご
う

が
一い

っ

緒し
ょ

に
届と

ど

い
た
。
新し

ん

年ね
ん

号ご
う

は
豪ご

う

華か

な
オ
ー
ル
カ
ラ

ー
、
若わ

か

松ま
つ

如じ
ょ

空く
う

さ
ん
は
寄き

稿こ
う

文ぶ
ん

で
、
音お

ん

読ど
く

が
脳の

う

の
活か

っ

性せ
い

化か

に
良よ

い
と
の
話は

な
し

を
紹

し
ょ
う

介か
い

し
、

《
塾

じ
ゅ
く

連れ
ん

で
音お

ん

読ど
く

会か
い

を
作つ

く

っ
た

た
が
、
最さ

い

近き
ん

は
会か

い

員い
ん

の
高こ

う

齢れ
い

化か

と
後こ

う

継け
い

者し
ゃ

不ぶ

足そ
く

に
よ
っ
て

３
～
４
０
人に

ん

が
参さ

ん

加か

す
る
の

み
と
な
っ
て
い
る
。
昨さ

っ

今こ
ん

は
最さ

い

年ね
ん

少し
ょ
うプ
ロ
棋き

士し

の
藤ふ

じ

井い

聡そ
う

太た

六ろ
く

段だ
ん

の
活か

つ

躍や
く

や
羽は

生ぶ

善よ
し

治は
る

永え
い

世せ
い

七な
な

冠か
ん

の
国こ

く

民み
ん

栄え
い

誉よ

賞し
ょ
う

受じ
ゅ

賞し
ょ
うで
、
将

し
ょ
う

棋ぎ

文ぶ
ん

化か

普ふ

及き
ゅ
うに
追お

い
風か

ぜ

が
吹ふ

い
て
い
る
。
当と

う

地ち

か

ら
将

し
ょ
う

棋ぎ

文ぶ
ん

化か

が
失う

し
な
わ
れ
て
し

ま
う
の
は
、
あ
ま
り
に
も
惜お

し
い
。
記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

は
〃
夢ゆ

め

よ

も
う
一い

ち

度ど

〃
と
い
う
気き

持も

ち

で
持も

ち
か
け
た
」
と
説せ

つ

明め
い

し

た
。

　

吉よ
し

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
将

し
ょ
う

棋ぎ

文ぶ
ん

化か

の
普ふ

及き
ゅ
うは
我わ

れ

々わ
れ

の
使し

命め
い

で
も

あ
り
、
記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

開か
い

催さ
い

は
願ね

が

っ
て
も
な
い
と
こ
ろ
。
将

し
ょ
う

棋ぎ

は
移い

民み
ん

と
共と

も

に
伯は

っ

国こ
く
へ
渡わ

た
っ
て
来き

て
、
開か

い

拓た
く

生せ
い

活か
つ

の
無ぶ

聊り
ょ
うを
よ

く
慰な

ぐ
さ
め
た
。
記き

念ね
ん

大た
い

会か
い

は
移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
祝い

わ

う
と
共と

も

に
、
今こ

ん

後ご

の
将

し
ょ
う

棋ぎ

文ぶ
ん

化か

発は
っ

展て
ん

に
資し

す
る
も
の
に
し
た
い
。
普ふ

段だ
ん

参さ
ん

加か

さ
れ
な
い
地ち

方ほ
う

在ざ
い

住
じ
ゅ
う

者し
ゃ

や
企き

業ぎ
ょ
う

駐ち
ゅ
う

在ざ
い

員い
ん

の
方か

た

々が
た

も
是ぜ

非ひ

ご
参さ

ん

加か

を
」
と
呼よ

び

か
け
た
。

　

４
月が

つ

２
２
日に

ち

に
は
『
ブ
ラ

ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん 

第だ
い

４
６
回か

い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

王お
う

将
し
ょ
う

戦せ
ん

大た
い

会か
い

』
が
、
８
月が

つ

２
６
日に

ち

に
は
『
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん 

第だ
い

７
１

回か
い

全ぜ
ん

伯ぱ
く

名め
い

人じ
ん

戦せ
ん

大た
い

会か
い

』
が
開か

い

催さ
い

さ
れ
る
。

　

両
り
ょ
う

大た
い

会か
い

は
午ご

前ぜ
ん

８
時じ

受う
け

付つ
け

、
午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

開か
い

会か
い

。
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
自じ

身し
ん

の
棋き

力り
ょ
くに
応お

う

じ

て
、
初し

ょ

・
二に

段だ
ん

戦せ
ん

、
三さ

ん

段だ
ん

戦せ
ん

、
四よ

ん

段だ
ん

戦せ
ん

、
そ
れ
以い

上じ
ょ
うの

段だ
ん

位い

者し
ゃ

向む

け
の
本ほ

ん

戦せ
ん

に
参さ

ん

加か

す
る
。
午ご

後ご

６
時じ

に
は
全ぜ

ん

試し

合あ
い

を
終お

え
、表

ひ
ょ
う

彰し
ょ
う

式し
き

と
な
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
大お

お

分い
た

県け
ん

人じ
ん

会か
い

（
玉た

ま

田だ

四し

條じ
ょ
う

イ
ウ
ダ
会か

い

長ち
ょ
う

）

は
、
２
０
１
８
年ね

ん

度ど

定て
い

期き

総そ
う

会か
い

と
新し

ん

年ね
ん

会か
い

を
先せ

ん

月げ
つ

２
５
日に

ち

午ご

前ぜ
ん

１
０
時じ

か
ら
、
県け

ん

連れ
ん

会か
い

議ぎ

室し
つ

で
開か

い

催さ
い

し
、
会か

い

員い
ん

や
家か

族ぞ
く

約や
く

９
０
人に

ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

し
た
。

　

先さ
き

没ぼ
つ

者し
ゃ

の
霊れ

い

に
１
分ぷ

ん

間か
ん

の
黙も

く

祷と
う

の
後あ

と

、
玉た

ま

田だ

会か
い

長
ち
ょ
う

は
挨あ

い

拶さ
つ

で
「
今こ

年と
し

は
留

り
ゅ
う

学が
く

生せ
い

事じ

業ぎ
ょ
う

５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
研け

ん

修し
ゅ
う

員い
ん

制せ
い

度ど

４
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

、
そ
の
Ｏ
Ｂ

の
数か

ず

は
２
０
０
人に

ん

近ち
か

く
に
達た

っ

し
た
。
現げ

ん

在ざ
い

、
こ
の
事じ

業ぎ
ょ
うは

停て
い

滞た
い

し
て
い
る
が
復ふ

っ

帰き

、
継け

い

続ぞ
く

、
Ｏ
Ｂ
の
招

し
ょ
う

集し
ゅ
うに
向む

け
頑が

ん

張ば

り
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

同ど
う

県け
ん

人じ
ん

会か
い

は
創そ

う

立り
つ

６
５
周

し
ゅ
う

年ね
ん

記き

念ね
ん

式し
き

典て
ん

を
９
月が

つ

２
９
日に

ち

に
開か

い

催さ
い

予よ

定て
い

で
、
母ぼ

県け
ん

か
ら

は
知ち

事じ

を
は
じ
め
と
し
て
慶け

い

祝し
ゅ
く

団だ
ん

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

す
る
。
玉た

ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
こ
の
式し

き

典て
ん

に
は
こ

れ
ま
で
留

り
ゅ
う

学が
く

、
研け

ん

修し
ゅ
うな
ど
で

母ぼ

県け
ん

に
お
世せ

話わ

に
な
っ
た
多お

お

く
の
人ひ

と

た
ち
に
参さ

ん

加か

を
呼よ

び

か
け
る
と
と
も
に
、
多お

お

く
の

会か
い

員い
ん

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
お
願ね

が

い
し
た

段だ
ん

位い

免め
ん

状じ
ょ
うを
持も

た
な
い
参さ

ん

加か

者し
ゃ

は
初し

ょ

・
二に

段だ
ん

戦せ
ん

か
ら
の
参さ

ん

加か

が
原げ

ん

則そ
く

と
な
る
が
、
事じ

前ぜ
ん

に
連れ

ん

盟め
い

会か
い

館か
ん

へ
赴お

も
む
き
、
連れ

ん

盟め
い

関か
ん

係け
い

者し
ゃ

と
手て

合あ

わ
せ
す
る
な

ど
し
、
関か

ん

係け
い

者し
ゃ

か
ら
の
推す

い

薦せ
ん

が
あ
れ
ば
上

じ
ょ
う

位い

区く

分ぶ
ん

か
ら
の

い
」
と
述の

べ
た
。

　

総そ
う

会か
い

で
は
日に

っ

伯ぱ
く

両り
ょ
う

語ご

の
書し

ょ

記き

指し

名め
い

、
２
０
１
７
年ね

ん

度ど

の

事じ

業ぎ
ょ
う

経け
い

過か

報ほ
う

告こ
く

、
会か

い

計け
い

報ほ
う

告こ
く

が
行お

こ

な
わ
れ
た
。
報ほ

う

告こ
く

に
対た

い

す
る
監か

ん

査さ

役や
く

の
意い

見け
ん

書し
ょ

発は
っ

表
ぴ
ょ
う

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
拍は

く

手し
ゅ

で

承し
ょ
う

認に
ん

さ
れ
た
。
続つ

づ

く
役や

く

員い
ん

改か
い

選せ
ん

で
は
一い

ち

部ぶ

の
補ほ

充じ
ゅ
うが
あ
っ

た
も
の
の
、
玉た

ま

田だ

会か
い

長ち
ょ
うの
続ぞ

く

投と
う

が
決け

っ

定て
い

し
た
。

　

２
０
１
８
年ね

ん

度ど

の
会か

い

費ひ

は
、
据す

え
置お

か
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
新あ

た
ら

し
い
会か

い

員い
ん

加か

入
に
ゅ
う

　
【
編へ

ん

注ち
ゅ
う

＝
昨さ

く

日じ
つ

付づ

け
で
本ほ

ん

記き

事じ

を
掲け

い

載さ
い

し
た
際さ

い

、
上う

え

村む
ら

さ
ん
の
苗

み
ょ
う

字じ

を
間ま

違ち
が

え
た
。

お
詫わ

び
し
た
上う

え

、
再さ

い

掲け
い

載さ
い

す

る
】
大お

お

阪さ
か

・
サ
ン
パ
ウ
ロ
姉し

妹ま
い

都と

市し

協き
ょ
う

会か
い

（
吉よ

し

川か
わ

秀ひ
で

隆た
か

会か
い

長ち
ょ
う）
に
よ
る
招

し
ょ
う

待た
い

で
、
昨さ

く

年ね
ん

の
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

語ご

セ
ン

タ
ー
主し

ゅ

催さ
い

「
第だ

い

１
１
回か

い

弁べ
ん

論ろ
ん

大た
い

会か
い

」
で
優ゆ

う

秀し
ゅ
う

賞し
ょ
うを
収お

さ

め
た

上う
え

村む
ら

秀ひ
で

樹き

さ
ん
（
２
４
、
三さ

ん

世せ
い

）
が
、
親し

ん

善ぜ
ん

大た
い

使し

と
し
て

訪ほ
う

日に
ち

す
る
。
先せ

ん

月げ
つ

２
８
日に

ち

本ほ
ん

紙し

を
訪お

と
ず

れ
、
５
日か

か
ら
の
研け

ん

修し
ゅ
うに
向む

け
意い

欲よ
く

を
語か

た

っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
１
０
余よ

人に
ん

の

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

を
送

お
く
り

出だ

し
、
６
年ね

ん

前ま
え

か
ら
毎ま

い

年と
し

行お
こ
なわ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
同ど

う

協き
ょ
う

会か
い

の
派は

遣け
ん

制せ
い

度ど

。

今こ
ん

月げ
つ

初し
ょ

旬じ
ゅ
んか
ら
約や

く

２
週

し
ゅ
う

間か
ん

に

渡わ
た

り
、
市し

役や
く

所し
ょ

へ
の
表

ひ
ょ
う

敬け
い

訪ほ
う

問も
ん

や
大お

お

阪さ
か

府ふ

を
中

ち
ゅ
う

心し
ん

に
企き

業
ぎ
ょ
う

等な
ど

の
視し

察さ
つ

を
行お

こ
な

う
。

　

上う
え

村む
ら

さ
ん
は
、
ス
ザ
ノ
市し

生う

ま
れ
。
５
～
１
４
歳さ

い

ま
で

地じ

元も
と

の
金こ

ん

剛ご
う

寺じ

学が
く

園え
ん

で
日に

ち

語ご

を
学ま

な

ん
だ
。「
家か

族ぞ
く

で
の
会か

い

話わ

も
基き

本ほ
ん

的て
き

に
日に

ち

語ご

の
み
。
家か

族ぞ
く

の
か
け
が
え
の
な
い
支さ

さ

え

が
あ
っ
て
こ
そ
」
と
感か

ん

謝し
ゃ

を
滲に

じ

ま
せ
る
。
同ど

う

学が
く

園え
ん

卒そ
つ

業ぎ
ょ
う

後ご

も

独ど
く

学が
く

を
続つ

づ

け
、
友ゆ

う

人じ
ん

と
勉べ

ん

強
き
ょ
う

会か
い

を
開ひ

ら

く
な
ど
努ど

力り
ょ
くを
続つ

づ

け

て
き
た
。

　

昨さ
く

年ね
ん

弁べ
ん

論ろ
ん

大た
い

会か
い

の
テ
ー
マ

と
な
っ
た
の
は
「
も
っ
た
い
な

い
」。
歴れ

き

史し

好ず

き
と
い
う
上う

え

村む
ら

さ
ん
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

に
根ね

付づ

い
て

き
た
の
か
を
調

ち
ょ
う

査さ

し
た
。「
江え

戸ど

時じ

代だ
い

に
は
、
灰は

い

が
染そ

め

物も
の

に

も
使し

用よ
う

さ
れ
た
。
ゴ
ミ
と
い

う
概が

い

念ね
ん

が
全ま

っ
た

く
違ち

が

い
、
捨す

て

ず
に
蘇

よ
み
が
えら
せ
る
循

じ
ゅ
ん

環か
ん

型が
た

社し
ゃ

会か
い

だ
っ
た
」
と
興

き
ょ
う

味み

深ぶ
か

げ
に
語か

た

る
。

　

サ
ン
パ
ウ
ロ
・
大お

お

阪さ
か

姉し

妹ま
い

都と

市し

委い

員い
ん

会か
い

の
花は

な

田だ

ル
イ
ス
・

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
「
元も

と

研け
ん

修し
ゅ
う

生せ
い

の
ネ
ッ
ト
ー
ワ
ー
ク

が
で
き
、
非ひ

常じ
ょ
うに
心

こ
こ
ろ

強づ
よ

い
若わ

か

者も
の

が
育そ

だ

っ
て
き
て
い
る
」
と
目め

ら
ど
う
だ
。
コ
ロ
ニ
ア
で
は
俳は

い

句く

会か
い

、
短た

ん

歌か

会か
い

が
た
く
さ
ん

あ
る
。
集あ

つ

ま
り
で
選せ

ん

句く

、
選せ

ん

歌か

が
決き

ま
っ
た
後あ

と

、
こ
れ
を
み

ん
な
で
朗ろ

う

読ど
く

す
る
習

し
ゅ
う

慣か
ん

を
作つ

く

っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
》
と
建け

ん

設せ
つ

的て
き

な
提て

い

案あ
ん

。
２
月が

つ

号ご
う

に
よ

れ
ば
、
上う

え

野の

会か
い

長ち
ょ
うが
２
期き

目め

続ぞ
く

投と
う

決け
っ

定て
い

と
の
こ
と
。
パ
ラ

ー
熟

じ
ゅ
く

年ね
ん

ク
ラ
ブ
が
熟

じ
ゅ
く

連れ
ん

に
入

に
ゅ
う

会か
い

し
た
縁え

ん

で
、
上う

え

野の

会か
い

長ち
ょ
うら

が
１
月が

つ

に
ベ
レ
ン
を
訪ほ

う

問も
ん

交こ
う

流り
ゅ
う。
同ど

う

地ち

新し
ん

年ね
ん

会か
い

で
は
《
特と

く

に
ベ
レ
ン
詩し

吟ぎ
ん

愛あ
い

好こ
う

会か
い

の
書し

ょ

道ど
う

吟ぎ
ん

宝た
か
ら

船ぶ
ね

は
初は

じ

め
て
み
た
》

と
特と

っ

記き

。
吟ぎ

ん

詠え
い

に
合あ

わ
せ
て
、

太ふ
と

筆ふ
で

で
達た

っ

筆ぴ
つ

に
詩し

を
書か

い
て

い
く
書し

ょ

道ど
う

の
よ
う
。
各か

く

地ち

に

は
、
知し

ら
れ
て
い
な
い
芸げ

い

達た
っ

者し
ゃ

が
い
る
よ
う
だ
。

訪
ほう

日
にち

への期
き

待
たい

を語
かた

った上
うえ

村
むら

さん

　

開か
い

催さ
い

主し
ゅ

旨し

に
つ
い
て
高た

か

木き

社し
ゃ

長ち
ょ
うは
、「
前ぜ

ん

身し
ん

で
あ
る
日に

っ

伯ぱ
く

毎ま
い

日に
ち

新し
ん

聞ぶ
ん

時じ

代だ
い

に
、
伯は

く

将し
ょ
う

棋ぎ

連れ
ん

盟め
い

と
は
『
全ぜ

ん

伯ぱ
く

名め
い

人じ
ん

戦せ
ん

』

を
共

き
ょ
う

催さ
い

し
て
き
た
。
同ど

う

大た
い

会か
い

は
１
９
４
８
年ね

ん

に
第だ

い

１
回か

い

が

行お
こ
なわ
れ
、
今こ

年と
し

で
第だ

い

７
１
回か

い

を
迎む

か

え
る
歴れ

き

史し

あ
る
大た

い

会か
い

。

１
９
７
０
年ね

ん

代だ
い

の
最さ

い

盛せ
い

期き

に

は
参さ

ん

加か

者し
ゃ

３
０
０
人に

ん

を
数か

ぞ

え

初し
ょ

・
中ち

ゅ
う

級き
ゅ
う

者し
ゃ

向む

け
教き

ょ
う

室し
つ

も
予よ

定て
い

本ほ
ん

紙し

と
伯は

く

将し
ょ
う

棋ぎ

連れ
ん

盟め
い

が
共き

ょ
う

催さ
い

の
呼よ

び
か
け
に
力ち

か
ら

を
入は

い

れ

収し
ゅ
う

入に
ゅ
うを
増ふ

や
す
こ
と
を
目め

指ざ

す
。
ま
た
、
事じ

業ぎ
ょ
う

計け
い

画か
く

と
し

て
９
月が

つ

の
式し

き

典て
ん

に
向む

け
会か

い

を

盛も

り
上あ

げ
て
い
く
と
共と

も

に
、

会か
い

員い
ん

間か
ん

の
連れ

ん

絡ら
く

を
密み

つ

に
す
る

こ
と
が
決け

っ

定て
い

さ
れ
た
。

　

式し
き

典て
ん

の
予よ

算さ
ん

は
近き

ん

日じ
つ

中ち
ゅ
うに

案あ
ん

を
作さ

く

成せ
い

し
、
３
月が

つ

に
伊い

東と
う

信の
ぶ

比ひ

古こ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
うが
訪ほ

う

日に
ち

す
る

際さ
い

に
県け

ん

知ち

事じ

、
県け

ん

議ぎ

会か
い

に
式し

き

典て
ん

招し
ょ
う

待た
い

状じ
ょ
うと
と
も
に
提て

い

出し
ゅ
つす

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

総そ
う

会か
い

に
は
、
先せ

ん

月げ
つ

２
１
日に

ち

大お
お

阪さ
か

市し

・
聖せ

い

市し

姉し

妹ま
い

都と

市し

交こ
う

流り
ゅ
う

で

上う
え

村む
ら

さ
ん「
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

を
見み

た
い
」

ア
ル
モ
ニ
ア
学が

く

園え
ん

で
日に

ち

語ご

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
う

日に

本ほ
ん

人じ
ん

大だ
い

学が
く

生せ
い

が
研け

ん

修し
ゅ
う

で
来ら

い

伯は
く

に
連れ

ん

邦ぽ
う

下か

院い
ん

議ぎ

員い
ん

に
再さ

い

就し
ゅ
う

任に
ん

し
た
安あ

部べ

順じ
ゅ
ん

二じ

氏し

と
そ
の
息む

す

子こ

で
モ
ジ
・
ダ
ス
・
ク
ル
ー

ゼ
ス
副ふ

く

市し

長ち
ょ
うの
安あ

部べ

ジ
ュ
リ

ア
ー
ノ
氏し

が
出

し
ゅ
っ

席せ
き

。
安あ

部べ

議ぎ

員い
ん

は
支し

持じ

者し
ゃ

の
支し

援え
ん

に
対た

い

す
る
謝し

ゃ

意い

を
述の

べ
、「
任に

ん

期き

は

短み
じ
かい
が
、
本ほ

ん

年ね
ん

は
日に

っ

系け
い

人じ
ん

に

と
っ
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
日に

本ほ
ん

人じ
ん

移い

民み
ん

１
１
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

と
言い

う
大お

お

き
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
。
最さ

い

大だ
い

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くを
し
た
い
」
と
話は

な

し
た
。

　

新し
ん

年ね
ん

会か
い

で
は
牧ま

き

半は
ん

治じ

副ふ
く

会か
い

長ち
ょ
う

の
音お

ん

頭ど

で
乾か

ん

杯ぱ
い

を
行お

こ
な

い
、

高こ
う

齢れ
い

者し
ゃ

か
ら
先さ

き

に
食

し
ょ
く

事じ

の
列れ

つ

に
な
ら
び
、
会か

い

員い
ん

か
ら
持も

ち

寄よ

ら
れ
た
商

し
ょ
う

品ひ
ん

な
ど
が
、
会か

い

員い
ん

に
配く

ば

ら
れ
楽た

の

し
い
ひ
と
時と

き

を
過す

ご
し
た
。

　

ま
た
、
総そ

う

会か
い

の
行お

こ
な

わ
れ
た

県け
ん

連れ
ん

の
廊ろ

う

下か

に
は
、
日に

本ほ
ん

ス

ポ
ー
ツ
芸げ

い

術じ
ゅ
つ

協き
ょ
う

会か
い

が
贈ぞ

う

呈て
い

し
、
昨さ

く

年ね
ん

度ど

、
希き

望ぼ
う

団だ
ん

体た
い

に

配は
い

布ふ

さ
れ
た
お
雛ひ

な

さ
ま
が
雛ひ

な

壇だ
ん

に
飾か

ざ

ら
れ
、
皆み

な

の
目め

を
引ひ

い
た
。

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ
「
ブ
ラ
ジ
ル
人じ

ん

労ろ
う

働ど
う

者し
ゃ

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー
」（
Ｔ

Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｓ
）
の
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

派は

遣け
ん

事じ

業ぎ
ょ
うで
、
上

じ
ょ
う

智ち

大だ
い

学が
く

の
若わ

か

林ば
や
し

信し

織お
り

さ
ん（
２
１
、

埼さ
い

玉た
ま

）
と
京

き
ょ
う

都と

外が
い

国こ
く

語ご

大だ
い

学が
く

の
大お

お

西に
し

香か

穂ほ

さ
ん
（
２
０
、

京き
ょ
う

都と

）が
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ド・

ド
・
カ
ン
ポ
市し

の
ア
ル
モ
ニ

ア
学が

く

園え
ん

で
先せ

ん

月げ
つ

４
日か

か
ら
１

ヵ
月げ

つ

間か
ん

、
日に

本ほ
ん

語ご

教き
ょ
う

師し

と
し

て
研け

ん

修し
ゅ
うを
行

お
こ
な

っ
た
。

　

同ど
う

事じ

業ぎ
ょ
う

は
「
子こ

供ど
も

達た
ち

に

110周
しゅう

年
ねん

記
き

念
ねん

で将
しょう

棋
ぎ

大
たい

会
かい

（７） ２０１８年第４９５０号 	 ３月	 ７日	（水曜日）

安あ

部べ

順じ
ゅ
ん

二じ

連れ
ん

邦ぽ
う

下か

議ぎ

も
出し

ゅ
っ

席せ
き

創そ
う

立り
つ

６
５
周し

ゅ
う

年ね
ん

式し
き

典て
ん

は
９
月が

つ

２
９
日に

ち

大
おお

分
いた

県
けん

人
じん

会
かい

定
てい

期
き

総
そう

会
かい

高
たか

木
き

社
しゃ

長
　ちょう

と吉
よし

田
だ

会
かい

長
　ちょう

（左
ひだり

から）

挑ち
ょ
う

戦せ
ん

も
で
き
る
。

　

将
し
ょ
う

棋ぎ

連れ
ん

盟め
い

会か
い

館か
ん

は
毎ま

い

日に
ち

午ご

後ご

２
時じ

か
ら
午ご

後ご

６
時じ

半は
ん

ま

で
開か

い

館か
ん

し
て
お
り
、
吉よ

し

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
大た

い

会か
い

の
下し

た

見み

も
兼か

ね

て
気き

軽が
る

に
遊あ

そ

び
に
来き

て
く
だ

さ
い
」
と
呼よ

び
か
け
て
い
る
。

多
おお

くの家
か

族
ぞく

連
づ

れも集
あつ

まった

を
細ほ

そ

め
、「
日に

本ほ
ん

の
大お

と
な人
の
社し

ゃ

会か
い

を
肌は

だ

で
感か

ん

じ
る
貴き

重ち
ょ
うな
機き

会か
い

。
来ら

い

年ね
ん

で
姉し

妹ま
い

都と

市し

交こ
う

流
り
ゅ
う

は
５
０
周

し
ゅ
う

年ね
ん

を
迎む

か

え
、
大だ

い

事じ

な
節ふ

し

目め

に
な
る
」
と
期き

待た
い

を

寄よ

せ
た
。

　

こ
れ
で
３
回か

い

目め

の
訪ほ

う

日に
ち

と

な
る
上う

え

村む
ら

さ
ん
は
「
学が

く

生せ
い

時じ

代だ
い

と
は
一ひ

と

味あ
じ
」

違ち
が

っ
た
訪ほ

う

日に
ち

に

な
る
は
ず
。
今こ

年と
し

で
明め

い

治じ

維い

新し
ん

１
５
０
年ね

ん

と
聞き

く
が
、
変へ

ん

化か

し
つ
つ
あ
る
現げ

ん

代だ
い

の
日に

本ほ
ん

社し
ゃ

会か
い

を
自じ

分ぶ
ん

の
目め

で
見み

る
こ

と
が
出で

来き

れ
ば
」
と
意い

欲よ
く

を

語か
た

っ
た
。

生い

き
た
日に

本ほ
ん

語ご

を
届と

ど

け

る
」
こ
と
を
目も

く

的て
き

と
し
て
、

２
０
１
３
年ね

ん

か
ら
日に

本ほ
ん

の
学が

く

生せ
い

を
日に

っ

系け
い

学が
っ

校こ
う

に
派は

遣け
ん

し
て

い
る
。

　

大だ
い

学が
く

で
ポ
ル
ト
ガ
ル
語ご

を

専せ
ん

攻こ
う

す
る
２
人り

は
今こ

ん

回か
い

が
初は

つ

来ら
い

伯は
く

。
若わ

か

林ば
や
しさ
ん
は
大だ

い

学が
く

の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団だ

ん

体た
い

に
所し

ょ

属ぞ
く

し
、
茨

い
ば
ら

城き

県け
ん

内な
い

の
在ざ

い

日に
ち

伯は
く

人じ
ん

子し

弟て
い

に
補ほ

習し
ゅ
う

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うを
行

お
こ
な

っ
て

き
た
。
ま
た
、
大お

お

西に
し

さ
ん
は

教き
ょ
う

職し
ょ
く

課か

程て
い

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う
を
履り

修
し
ゅ
う

す
る
な
ど
２
人り

と
も
教

き
ょ
う

育い
く

分ぶ
ん

野や

に
関か

ん

心し
ん

を
持も

っ
て
い
る
。

　

研け
ん

修し
ゅ
うで
は
学が

く

内な
い

の
幼よ

う

稚ち

園え
ん

か
ら
高こ

う

等と
う

部ぶ

の
生せ

い

徒と

に
日に

本ほ
ん

語ご

授じ
ゅ

業ぎ
ょ
うや
日に

本ほ
ん

文ぶ
ん

化か

の
紹

し
ょ
う

介か
い

な
ど
を
行お

こ
な

い
、
交こ

う

流り
ゅ
うも
楽た

の

し

ん
だ
。

　

大お
お

西に
し

さ
ん
は
「
研け

ん

修し
ゅ
う

開か
い

始し

時じ

は
、
ポ
語ご

が
聞き

き
取と

れ
ず

苦く

戦せ
ん

し
た
が
生せ

い

徒と

な
ど
周

し
ゅ
う

囲い

の
協

き
ょ
う

力り
ょ
くに
よ
り
緊き

ん

張ち
ょ
うも
ほ
ぐ

れ
、一い

っ

生し
ょ
う

懸け
ん

命め
い

活か
つ

動ど
う

で
き
た
」

と
笑え

顔が
お

を
見み

せ
た
。
ま
た
、

若わ
か

林ば
や
しさ
ん
は
「
四し

苦く

八は
っ

苦く

し

な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
る
な
か
で
得え

ら
れ
た

気き

付づ

き
も
あ
っ
た
」
と
手て

応ご
た

え
を
見み

せ
た
。

来ら
い

社し
ゃ

し
た
若わ
か

林ば
や
しさ
ん
、
大お
お

西に
し

さ
ん

推す
い

薦せ
ん

手て

合あ

わ
せ
希き

望ぼ
う

者し
ゃ

は
事じ

前ぜ
ん

に
電で

ん

話わ

連れ
ん

絡ら
く

す
る
こ
と
。

電で
ん

話わ

番ば
ん

号ご
う

は
（
１
１
・３
２
０

９ 

・
７
６
８
７
）。

　

同ど
う

時じ

開か
い

催さ
い

予よ

定て
い

の
初し

ょ

・
中

ち
ゅ
う

級き
ゅ
う

者し
ゃ

向む

け
教

き
ょ
う

室し
つ

は
、
駒こ

ま

の
動う

ご

か
し
方か

た

か
ら
作さ

く

戦せ
ん

の
立た

て
方か

た

の
ポ
イ
ン
ト
、
各か

く

種し
ゅ

戦せ
ん

法ぽ
う

の

紹し
ょ
う

介か
い

等な
ど

が
行お

こ
なわ
れ
る
。
吉よ

し

田だ

会か
い

長ち
ょ
うは
「
大た

い

会か
い

に
参さ

ん

加か

す
る

自じ

信し
ん

は
な
い
が
将

し
ょ
う

棋ぎ

に
は
興

き
ょ
う

味み

が
あ
る
、
と
い
う
方か

た

に
来き

て
も
ら
い
た
い
」
と
話は

な

し
て
い

る
。

機き

的て
き

な
フ
ォ
ル
ム
を
取と

り
入い

れ
た
レ
リ
ー
フ
状じ

ょ
う

の
作さ

く

品ひ
ん

を

発は
っ

表ぴ
ょ
う
し
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作さ

っ

家か

だ
。
日に

本ほ
ん

発は
つ

の
ア
ー
ト
「
具ぐ

体た
い

」
の
作さ

っ

家か

と
し
て
国こ

く

際さ
い

的て
き

な
注

ち
ゅ
う

目も
く

を
集あ

つ

め
て
い
る
と
い

う
。
ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「Bergam
in&

G
om

ide

」

（R
u

a O
scar Freire, 

3
7

9

）
で
も
４
月が

つ

２
０
日か

　

パ
リ
在ざ

い

住じ
ゅ
うの
美び

術じ
ゅ
つ

家か

・
松ま

つ

谷た
に

武た
け
し

判さ
だ

さ
ん
の
展て

ん

示じ

会か
い

が
、

６
～
１
１
日に

ち

ま
で
ジ
ャ
パ
ン
・

ハ
ウ
ス
（A

venida P
au-

lista, 5
2

）
で
開か

い

催さ
い

中ち
ゅ
うだ
。

戦せ
ん

後ご

間ま

も
な
く
開か

い

発は
つ

さ
れ
た

ビ
ニ
ル
系け

い

接せ
っ

着ち
ゃ
く

剤ざ
い

を
使つ

か

い
、

物ぶ
っ

質し
つ

そ
の
も
の
が
形

か
た
ち

作づ
く

る
有ゆ

う



12
12
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